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乾燥ラン藻の高温耐性を付与するしくみ
The function of high tempreture tolerance in cyanobacteria, Nostoc sp. HK-01
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かつて地球環境の物質循環に多大な影響を及ぼしたとされる光合成微生物であるラン藻は過酷な閉鎖環境における物
質循環を担う生物として貢献できる。乾燥状態の陸生ラン藻のNostoc sp.HK-01の藻塊が、水の沸点にあたる 100℃の高
温環境で 10時間曝露された後も、光合成機能を損なうことなく蘇生が可能なことを確認したので発表する。この耐性機
能の検証を行う過程で、ラン藻が生育環境中に放出する粘性多糖が、乾燥時のラン藻細胞の内外で、巧みなしくみを備
えている可能性が示唆されたことから、これらの機能の可能性について併せて考察する。
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